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電気通信とITSの共用可能性について

*1:「周波数再編アクションプラン（平成18年10月改定版）」の公表（平成１８年１０月３１日）

MCA(850～860MHz及び905～915MHz):デジタル化の状況及び情報通信審議会におけるVHF/UHF帯
の電波の有効利用についての審議状況を踏まえ、更なる周波数の有効利用について検討し、一定の方向
を打ち出す（～H20.3)

所要周波数の60MHz x 2を確保可能であり、できれば電気通信で利用できるようにすべきである

パーソナル無線(903～905MHz):廃止の時期等について検討し、結論を出す （～H21.3)
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700/900MHz 周波数割当て(SBM案)
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パーソナル無線(903～905MHz)
2009年3月までに廃止の時期等結論を出す

MCA(850～860/905～915MHz)
2008年3月までに、更なる周波数の有効
利用について一定の方向性

FPU※（710～806MHz)
2010年までに狭帯域化等の周波数有効利
用方策について検討し、一定の方向性を出す

※ Field Pick-up Unit の略。
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MCA、パーソナル無線がなくなる場合


